
  
 
 
 
 

 

 

抜け出すための一番の方法は、やり抜くこと。 (ロバート・フロスト) 

                            校長  嶋村 理彦 
 連日３０度を越す蒸し暑さの中で、始まった第２学期。今は早朝の気温が５度程度と、２学期の始め

と比べ３０度近くもの差があります。気温の差が大きいだけではなく、学校にとりましても２学期は大

きな変化がありました。北小フェスティバルをはじめ、数々の行事があり、毎日が新しい創造と変化の

連続だったように思います。子供たちも、私たち教職員も、２学期を夢中で過ごしてきました。ふと、

気がつくと、「いつしか肌にしみいる寒さになって」いる今日この頃のように感じられます。充実した

２学期にできましたのも、保護者の皆様、地域の方々の温かいご理解と、ご協力の賜と深く感謝申し上

げます。ほんとうにありがとうございました。皆様のおかげで、北小の子供たちは、何事にも立ち向か

っていく気迫を身につけてきているように思います。 

さて、埼玉県が誇る詩人の宮沢章二先生は、「試されて

いる」という詩を書かれています。その詩を読むと、現

代社会の混沌としている状況をどのように切りぬけたら

よいのか、子供たちに示唆を与えてくれるような気がし

ます。 

年末になると、「今年を振り返ってみますと・・・」と

いう言葉をよく耳にします。一言では言い尽くせません

が今年を振り返ってみると「私たちをとりまく状況は

“混沌から改革への脱皮”に揺れていたのではないか」

という感じがいたします。 

 現代の日本、いや世界では、今まで通用していたこと

を考え直さなければならないくらい、社会の変化が急激

に起きています。社会の荒波に生きる子供たち、前述の

詩に書かれている一節、 

『走りぬく やりぬく 生きぬく 自分の方向を 自ら そう決めたとき』を大切にしてほしいと思いま

す。 

情報過多の社会に生きる子供たち、情報や流行に流されることなく、自分が歩む道をしっかりと見定

めることを大切にして、今を一生懸命生きてほしいと思います。 

最後に、保護者･地域の皆様、学校  【修学旅行：鎌倉・箱根に於いて】 

応援団の皆様やＰＴＡ役員の皆様には、 

今年も様々なご理解とご協力を賜りま 

して、ありがとうございました。 

２０２５年も変わらぬ御支援をよろ 

しくお願いいたします。 

「試されている」       宮沢章二 

 

走りぬく やりぬく 生きぬく        

そんな ありふれた言葉たちを 

ひとり 胸に刻みつけようとする日が 

ぼくらの暮らしには 必ず ある       

ありふれた言葉のように見えるけれど       

ほんとうは これらの言葉によって       

ぼくらの日常も そして 生涯も       

ひと知れず 試されているのだ 

走りぬく やりぬく 生きぬく  

自分の方向を 自ら そう決めたとき   

進む道を美しく照らしてくれる虹が       

こころの目に はっきりと見えて来る 

 

 

 

―「安全で楽しく笑顔あふれる北小学校」―  

行田市立北小学校  行田市和田９４－１ TEL ５５４－５５２１ 児童数 ２７７人 

自分から進んで学ぶ子   〈学ぶ〉 
思いやりをもち助け合う子〈磨く〉  
元気に遊び運動する子  〈鍛える〉 
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学校評価へのご協力をお願いします 

来校時、ご協力をお願いします 

 

 

 

冬空に…  

 

１ ２ 月  ５ 日（木)  

 

１２月行事予定 

１月当初予定 

 


